
国
内
外
情
勢

ブ
ッ
シ
ュ
の
嘘
で
始
ま
っ
た

イ
ラ
ク
戦
争
は
多
く
の
一
般
市

民
が
殺
さ
れ
、
そ
の
数
は
十
万

人
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
内
閣
は
タ
カ
派
の
危
険

内
閣
。
閣
僚
や
自
民
党
の
役
員

が
日
本
の
「
核
保
有
容
認
」
発

言
は
以
前
で
あ
れ
ば
罷
免
。
今

の
日
本
の
危
機
を
表
し
て
い
る
。

教
育
基
本
法
問
題

教
育
基
本
法
改
悪
の
国
会
の

議
論
は
日
教
組
攻
撃
。
い
じ
め

に
よ
る
自
殺
、
少
人
数
学
級
の

放
置
、
日
の
丸
・
君
が
代
を
押

し
付
け
る
文
部
科
学
省
と
教
育

委
員
会
こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
。

憲
法
改
悪
に
つ
な
が
る
教
育
基

本
法
改
悪
と
国
民
投
票
法
案
阻

止
の
闘
い
に
全
力
を
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ
い
て

全
て
の
当
事
者
が
参
加
し
た

３
つ
の
中
央
集
会
を
成
功
。
９

月
１
４
日
の
４
団
体
に
よ
る

「
Ｊ
Ｒ
の
不
採
用
事
件
の
早
期

解
決
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
と

「
解
決
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的

要
求
」
の
鉄
道
運
輸
機
構
へ
の

提
出
。
本
部
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用

事
件
の
政
治
解
決
を
め
ざ
す
緊

急
ア
ピ
ー
ル
」
を
決
定
し
、

「
新
た
な
訴
訟
」
に
つ
い
て
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
を
決
定
。

一
括
和
解
に
つ
い
て

１
１
月
６
日
、
中
労
委
で
和

解
が
成
立
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

の
争
い
は
全
て
終
結
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
内
容
的
に
は
不
満
で

あ
り
、
今
後
も
差
別
根
絶
の
闘

い
は
続
く
。
一
方
で
こ
の
和
解

は
他
労
組
組
合
員
も
注
目
し
て

お
り
、
組
織
拡
大
に
結
び
つ
け

る
取
り
組
み
が
必
要
。

安
全
問
題
に
つ
い
て

羽
越
線
の
脱
線
事
故
は
「
風

の
怖
さ
」
を
承
知
し
て
い
た
Ｊ

Ｒ
が
そ
の
対
策
を
取
っ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
。
責
任
を

取
る
と
言
っ
た
会
社
は
松
田
会

長
が
相
談
役
に
、
大
塚
社
長
が

会
長
と
い
う
無
責
任
な
責
任
の

取
り
方
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
そ
の

責
任
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
月
１
４
日
か
ら
１
５
日
に

か
け
て
奥
羽
本
線
の
庭
坂
〜
米
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各
支
部
で
定
期
大
会

国
労
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

は
10
月
14
日
、
定
期
大
会
を
開

催
し
、
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
を

始
め
「
安
全
問
題
」
「
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
」
「
平
和
憲
法
の

堅
持
と
教
育
基
本
法
改
正
阻

止
」
「
来
春
の
政
治
闘
争
で
の
革

新
勢
力
の
拡
大
」
な
ど
、
向
こ

う
一
年
間
の
運
動
方
針
が
承

認
さ
れ
た
。

◆
執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
庄
司
委
員
長
は
そ
の
中

で
「
今
年
は
部
外
委
託
の
拡
大

の
さ
な
か
、
協
力
社
員
の
労
災

死
亡
事
故
が
発
生
す
る
な
ど

我
々
の
闘
い
の
課
題
も
鮮
明
に

な
っ
た
」
と
述
べ
「
安
全
総
点
検

運
動
」
「
仕
事
総
点
検
運
動
」
の

更
な
る
充
実
・
強
化
に
向
け
て

の
議
論
を
要
請
し
た
。

◇
原
子
書
記
長
集
約

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決

・
支
部
の
物
販
の
取
り
組
み
を

他
支
部
・
分
会
に
拡
大
を
。

・
支
部
と
し
て
国
会
議
員
要
請

行
動
に
参
加
し
て
き
た
。

②
反
合
理
化
の
闘
い

・
労
災
死
亡
事
故
は
自
分
達
の

問
題
と
し
て
取
組
む
。
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
目

指
し
、
業
務
・
労
安
・
企
画
部
合

同
で
取
り
組
み
を
。

③
反
差
別
の
闘
い

・
昇
進
制
度
が
あ
る
以
上
、
受

験
し
て
い
く
。
個
々
の
取
組
み

で
は
難
し
く
、
組
織
で
取
組
ん

で
こ
そ
成
果
が
あ
る
。
和
解
を

組
織
拡
大
に
生
か
そ
う
。

④
組
織
拡
大

・
国
労
の
組
織
継
続
の
た
め
に

も
青
年
の
加
入
を
。
ま
た
全
体

の
認
識
の
統
一
を
。

⑤
07
春
闘

・
行
動
日
を
設
定
し
て
取
組
む
。

ま
た
新
し
い
取
り
組
み
も
考
え

た
い
。

⑥
平
和
と
民
主
主
義

・
平
和
を
守
る
勢
力
の
拡
大
に

全
力
を
尽
く
す
。

◇
２
０
０
６
年
度
執
行
体
制

執
行
委
員
長

庄
司

修

執
行
副
委
員
長

阿
部

春
雄

同

江
刺
家
逸
郎

書
記
長

原
子

清
貴

執
行
委
員

阿
部

昭
治

同

及
川

正
昭

同

鈴
木

英
弘

同

山
口

智

同

丹
波

治

会
計
監
査

加
成

三
男

同

多
賀

貴
弘

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
72
回
定
期
地
方
大
会
を
受
け
、
各
県
各

支
部
で
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
既
に
仙
台
総
合
車
両
所

支
部
は
10
月
14
日
に
、
宮
城
県
支
部
は
10
月
29
日
（
２
４
７
４
号
掲

載
）
に
大
会
を
終
了
し
て
い
る
。
今
号
で
は
先
に
大
会
を
終
え
た
仙

総
支
部
と
11
月
11
日
に
大
会
を
終
了
し
た
山
形
県
支
部
の
大
会
を

報
告
す
る
。

訃

報

河
村

恵
司
さ
ん
逝
く

仙
台
駅
連
合
分
会
執
行
委

員
長
で
あ
る
河
村
恵
司
氏
が

11
月
10
日
19
時
22
分
に
亡
く

な
っ
た
。
河
村
氏
は
今
年
６
月

に
急
性
骨
髄
性
白
血
病
と
診

断
さ
れ
、
抗
癌
治
療
に
よ
る
闘

病
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
享
年

50
歳
。
河
村
氏
は
仙
台
地
方

本
部
の
青
年
部
長
を
努
め
る

な
ど
、
青
年
期
か
ら
労
働
運

動
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
も
仙

台
駅
連
の
分
会
長
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
。
歯
切
れ
の
良
い

話
術
と
明
る
い
性
格
は
誰
か

ら
も
好
か
れ
、
今
後
も
よ
り
一

層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
ご
家
族
や
関
係
者
は

勿
論
の
こ
と
、
地
方
本
部
と
し

て
も
残
念
の
極
み
で
あ
る
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

挨
拶
す
る
原
田
委
員
長



沢
間
の
新
型
Ｍ
Ｔ
Ｔ
回
送
は
、
国

労
の
中
止
要
求
に
も
か
か
わ
ら

ず
猛
吹
雪
の
中
強
行
し
、
制
限

速
度
４
５
㎞
の
と
こ
ろ
を
ブ
レ
ー

キ
の
制
御
が
効
か
ず
、
８
０
㎞
の

ス
ピ
ー
ド
で
滑
走
し
た
。
仙
台
支

社
は
自
ら
の
責
任
逃
れ
と
事
故

隠
し
に
終
始
し
た
。

国
労
の
闘
う
課
題
は
多
い
が
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
中
か

ら
再
び
Ｊ
Ｒ
内
外
の
労
働
運
動
の

牽
引
車
と
な
る
よ
う
決
意
を
固

め
合
お
う
。

（発
言
）１

広
域
出
向
者
の
交
流
会
に
行
っ

て
き
た
。
秋
田
に
帰
れ
ず
延
長
し

て
い
る
実
態
。
１
名
は
あ
き
ら
め

て
山
形
に
希
望
を
出
し
た
。
個
々

人
の
状
況
を
把
握
し
、
会
社
に
迫

り
、
目
に
見
え
る
、
他
労
組
の
や

ら
な
い
運
動
を
。
香
坂
さ
ん
の
死

が
シ
ョ
ッ
ク
。
ガ
ン
保
険
の
大
切
さ
。

役
員
が
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
県
内
で
、
職
協
と
し

て
の
つ
な
が
り
作
り
を
。

(

発
言
）２

乗
務
職
場
、
特
に
車
掌
に
関
し

て
要
員
運
用
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
。
今
日
も
朝
の
人
身
事
故
で

若
い
車
掌
が
自
分
の
行
路
を
終

え
て
次
勤
務
確
認
終
了
後
に
村

山
・
米
沢
間
一
往
復
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
和
解
し
、
お
互
い
が
歩
み

寄
っ
た
が
た
め
に
会
社
か
ら
何
で

も
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の

か
？
見
習
い
不
十
分
で
も
早
く

一
本
に
し
て
出
し
て
や
る
と
い
う

感
じ
。
若
い
人
は
見
入
り
（
休
日

労
働
で
金
が
入
る
）
の
関
係
か
ら

何
で
も
出
て
行
く
↓
「
人
が
い
ら

な
く
な
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
い
る
（
東
労
組
は
、
そ

う
し
た
こ
と
を
教
え
て
い
な
い
）

（発
言
）３

出
向
・
配
転
・
バ
ッ
ジ
等
の
和
解

に
つ
い
て
、
会
社
か
ら
の
謝
罪
が

な
い
。
な
ぜ
求
め
な
か
っ
た
の
か
？

県
内
に
も
当
事
者
が
い
る
。
こ

の
人
た
ち
へ
の
説
明
も
重
要
で
あ

る
。
試
験
に
つ
い
て
、
「
合
格
率
が

ア
ッ
プ
し
た
」
と
い
う
こ
と
の
み
に

こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
。
何

度
も
受
験
し
て
い
る
人
、
年
配
者

の
問
題
な
ど
に
た
い
し
て
公
平
・

公
正
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
な

い
。
助
役
試
験
を
受
け
て
い
る
人

も
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
国

労
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
い
の
か
？

合
格
者
が
増
え
て
く
れ
ば
そ
う

い
う
状
況
も
増
え
て
く
る
。
地
本

と
し
て
受
験
者
の
率
を
上
げ
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
意
思

も
尊
重
を
。
個
面
で
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
異
動
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
。

地
域
間
異
動
で
の
本
人
希
望
無

視
や
差
別
な
ど
様
々
あ
っ
た
中

で
、
も
っ
と
地
域
間
異
動
に
つ
い

て
検
証
し
て
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
に
対
応
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

（発
言
）４

置
賜
共
闘
で
、
８
月
３
１
日
か

ら
９
月
３
日
ま
で
音
威
子
府
に

交
流
団
と
し
て
行
っ
た
。
支
部
の

カ
ン
パ
・
物
販
に
お
礼
す
る
。
２
０

名
参
加
中
１
４
名
が
初
参
加
（
ど

う
し
て
２
０
年
も
闘
っ
て
こ
れ
た

の
か
・
・
を
伝
え
た
く
、
新
し
い
人

を
多
く
募
っ
た
）
。
闘
争
団
に
４
０

万
円
の
カ
ン
パ
。
亡
く
な
っ
た
石

原
さ
ん
の
家
族
へ
の
激
励
・
カ
ン
パ

支
援
米
な
ど
。
９
月
に
全
国
地

区
労
交
流
会
（
長
崎
）
に
参
加
。

憲
法
改
正
に
賛
成
と
言
う
人
に

「
憲
法
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
聞
く

と
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
る
。
知
っ

て
い
る
人
は
憲
法
改
正
に
反
対
。

憲
法
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

必
要
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
に
い
る
と
、
「
良
い

線
路
を
作
る
」
と
い
う
の
は
も
う

死
語
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
良

い
線
路
を
作
る
た
め
に
は
、
外
に

出
し
た
仕
事
を
戻
す
こ
と
が
必

要
。
来
年
の
統
一
地
方
選
・
・
我

妻
選
対
は
た
い
へ
ん
貧
乏
な
選
対

な
の
で
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て

御
支
援
を
。

（発
言
）５

３
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
分
会
。

乗
務
職
場
の
勤
務
の
問
題
は
エ

リ
ア
で
も
職
協
中
心
に
対
策
が

始
ま
っ
て
き
て
い
る
。
分
会
内
で

班
ご
と
の
集
会
が
で
き
て
い
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
も
言
え
な
い
。

退
職
を
祝
う
会
な
ど
レ
ク
的
な

も
の
は
開
催
し
て
い
る
が
、
分
会

と
し
て
集
ま
れ
る
場
は
忘
年
会

や
大
会
、
激
励
会
な
ど
の
み
。
職

場
で
も
良
い
か
ら
集
ま
り
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

◆
２
０
０
６
年
度
執
行
体
制

執
行
委
員
長

原
田
好
太
郎

執
行
副
委
員
長

園
辺

誠
幸

書
記
長

伊
藤

雅

執
行
委
員

加
藤

幹
男

執
行
委
員

木
村

勝
則

執
行
委
員

佐
藤

洋
介

執
行
委
員

鎌
田

仁

会
計
監
査

東
海
林

茂

会
計
監
査

難
波

新
一
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11
月
10
日
、
宮
城

県
支
部
は
、
石
垣
正

民
宮
城
県
支
部
元

委
員
長
の
退
職
激

例
会
を
サ
ン
ル
ー
ト

仙
台
に
お
い
て
開
催

し
、
長
年
の
労
働
運

動
に
対
す
る
真
摯

な
取
組
み
に
対
し

労
っ
た
。

石
垣
氏
は
01
年
か

ら
宮
城
県
支
部
の

執
行
委
員
長
を
務

め
て
い
た
が
、
昨
年

か
ら
体
調
を
崩
し
、

今
年
2
月
に
退
職

を
し
た
。

会
場
に
は
各
支
部

の
代
表
者
や
宮
城

県
支
部
傘
下
の
分
会
代
表
者
、

ま
た
現
在
は
別
の
仕
事
や
道
を

歩
ん
で
い
る
仲
間
も
多
数
激
励

に
訪
れ
、
長
年
の
労
苦
に
対
し

労
い
の
言
葉
を
送
っ
た
。

激
例
会
の
開
催
に
対
し
、
挨
拶

に
立
っ
た
石
垣
元
委
員
長
は
「
体

調
を
崩
し
、
早
期
退
職
を
決
断

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
て
は
本
当
に
悔
い
が
残
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
の

人
生
、
自
分
の
生
き
方
に

は
何
の
悔
い
も
な
い
。
自

分
は
決
し
て
器
用
な
人

間
で
は
な
か
っ
た
が
、
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ

ま
で
闘
い
続
け
る
こ
と
が

出
来
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
と
と
も
に
歩
み
続
け

た
い
」
と
自
身
の
運
動
を

振
り
返
り
、
決
意
も
新
た

に
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
参
加

し
た
佐
藤
昭
一
氏
（
大
崎

市
議
）
は
、
塩
釜
港
闘
争

時
の
話
に
触
れ
「
封
印
」

さ
れ
て
い
た
数
々
の
秘
話

を
披
露
す
る
な
ど
、
会
場

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
ま
ま
閉
会
と
な
っ
た
。

石
垣
元
委
員
長
退
職
激
例
会


